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WordPress 入門講座#12（Updraft Plus バックアップと復元） 第 2 版 2024/8/13 

  

・WordPress データは大きく分けて 2 種類あります。画像やプラグイン、テーマなどのファイル群と、デー

タベースに保存される投稿などのデータです。どちらも定期的にバックアップしておきましょう。 

 

１．自動バックアップ可能なプラグインをインストール（P260） 

①「Updraft Plus」インストールし「有効化」 

  

② [設定] → [Updraft Plus バックアップ] 

 

 

 

 

 

２．[バックアップ/復元]  

① [今すぐバックアップ] をクリック 

 

 

 

 

 

 

②「新規バックアップを取得」から 

  → [今すぐバックアップ] をクリック 

 

③[最後のログメッセージ] に、「バックアップを完了しました」と表示する。 

 

 

 

 

 

 

④[既存のバックアップ表示] 

 

 

※ データ保存先 

 /wp-content/updraft/ 

backup_*****.zip (4 個の Zip ファイル） 

 と.gz ファイル 1 個が作成される。 

（合計 5 個のファイル） 

※[FTP] 等でファイルを確認できる 

 ・ロリポップ FTP、FFFTP など 
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３．設定  

① [設定] ※講座では変更しない 

② スケジュール＝[手動] のまま 

 ※保存しておく数は[2]のまま 

 

 

※ バックアップ保存の回数を増やすとサーバーのディスク使用容量が増えるので注意！ 

※ 本番運用の場合は、[手動] を[Weekly] 等に変更する。 

 

④[保存先を選択] で変更できるが 

 「サーバー保存」のままで OK。 

 

※本番は[Google ドライブ] 等に保存 

 

 

 

⑤バックアップに含めるファイル：の☑は、そのまま 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「設定」を変更しない場合は「バックアップ/復元」に戻る 

 

４．[今すぐバックアップ] を実行する 

 

 

 

①[既存のバックアップ] にバックアップが追加される 
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②コンピュータにダウンロードしたい場合は、5 種類のデータごとにクリックし、 

 [お使いのコンピュータにダウンロード] をクリック。 

 

 

db: 

  データベース 

 

plugins: 

  プラグイン 

 

themes: 

テーマ 

 

uploads: 

  アップロード 

 

others: 

  その他 

 

 

③PC の「ダウンロード」に [5 ファイル] が保存される。 

 

 

 

 

 

 

 

※練習サイトの Updraft バックアップデータ容量(zip)合計は、51MB 程度 

 

５．別なWordPressに復元する 

①移行先の WordPress に [UpdraftPlus] をインストールし有効化 

 ②[スタートするにはここをクリック]  

の画面は「×」 

 

 

 

 

 

 

③UpdraftPlus の起動 

 [設定] → [updatePlus バックアップ]  
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④[バックアップ/復元] → [既存のバックアップ] → [バックアップファイルをアップロード]をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤[ファイル選択] をクリック → 「移行元」のダウンロードファイルを選択(5 ファイル) → 開く 

 

 

 

 

 

⑥5 個のファイルのアップロードが完了 

 

 

 

 

 

 

⑦[既存のバックアップ] に、移行元のバックアップデータが表示する → [復元] をクリック 

 

 

 

 

 

 

⑧[Updraft 復元-ファイルの復元元：Jun 09,2024 13:02] (例) が表示する。 

 [復元するコンポーネントを選択] で 

 すべてに ☑ して → [次へ] 
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⑨[警告] が表示するが → [復元] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩アクティビティログ表示 

 [Restore successful!] と表示。 

  → [Updraft 設定に戻る] 

   

 

⑪インポート後、「再ログイン」 

注）エクスポートサイトの情報 

を引きつぐ。 

 「ユーザ名」と「パスワード」 

 

⑫[ダッシュボード] から [サイト表示] 

  移行元のサイトが表示すれば完了 

 

 

 

 

 

⑬[設定] → [一般] の 

サイトタイトル： 

 WordPress アドレス： 

 サイトアドレス： 

 管理者メールアドレス： 

 等が、移行元と同様になっていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

(例１) 

(例２) 
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＜補足＞ ロリポップの FTPでバックアップファイルの確認 

１．ロリポップにログイン 

２．ロリポップ！FTP 

 

 

 

 

 

 

３．各フォルダーとファイルが表示 

   /k01～/k02、 /s01～/s10 

 

４．/k02 を選択し中身が表示 

 ５．wp-content → updraft を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６．updraft の中にバックアップ 5 ファイルが存在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．FTP のログアウト 

 

 

 

 

 


